
小１プロブレム解消のための指導方法等の工夫について
防府市立華城小学校

学習指導の工夫

成 果

子どもの思いや願いを生かした学習活動を構成し、学びを豊かにする。

体験活動の重視

２年生との合同学習 成 果

自分たちで植え
た「アサガオ」を
観察したよ。

最近、急に大き
くなった気がす
るよ。

学校の大きな
プールに入っ
たよ。気持ち
いい～！

【楽しく学ぶ！】
新型コロナウイルス
への対策を行いなが
ら、できることを工夫

１年生学級担任の多
さを生かし、安全性と
指導力が大きく向上

２年生が、学校探検で
いろいろな場所を案内
してくれたよ（ここは校
長室）。

【人とのかかわり】
２年生から招待して
もらったり、案内して
もらったりして、楽し
かった経験

来年度は、１年生を
招待したり案内したり
してあげよう！

２年生から招待しても
らったよ（おもちゃラ
ンド：うちわで風を
送って進むおもちゃ）。



小１プロブレム解消のための指導方法等の工夫について
山口市立良城小学校

学習環境・指導体制の整備

コロナ禍における行
事や教育課程の組み
直し及び新しい生活
様式の定着が進み、
それらを踏まえたス
タートカリキュラムを作
成・活用することによ
り、１年生児童にも適
切な指導をすることが
できた。

成 果

子どもの実態や変化に対応し、学びを豊かにする安心・安全な学習環境・指導体制を整える。

安心安全を感じられる学校生活の構築

支持的風土を醸成する交流場面の設定

感染症予防の視点
を大切にし、可能な限
りの交流場面を仕組
み、人との関わり方や
集団行動のルールを
体験的に学ぶことがで
きるようにした。互い
の特長や成長を認め
合う支持的風土が醸
成されてきている。

成 果

異学年グループ「なかよし班」によるな
かよし遊びを通して、異学年児童と関
わり合いながら、集団行動の楽しさや
ルールを学びます。

地域の方々にコマの回し方を教えて
いただくなどの交流を通して、体験
することの喜びを感じます。

全校集会では、自分たちで考え、
準備、運営する活動を行い、仲間と
の関わりや異学年との交流を通し
て主体性を育みます。

養護教諭が作成した感染症予防に係る指導資料。
１年生児童に分かりやすい文言を用いることによ
り、全校体制で感染予防徹底を図ります。

栄養教諭による給食指導
（スタートアップカリキュラム）

地域の方々の見守
りにより、登下校時
も安心して行動する
ことができます。



小１プロブレム解消のための指導方法等の工夫について
下関市立安岡小学校

学校・学年指導体制の充実

○学年での指導がどのクラス
にも同じように行き届くよう同
学年で話し合い、写真や文章
で指導資料を作り、電子黒板
に映して指導した。視覚的に
分かりやすく指導したことで、
学校のきまりや基本的な生活
習慣を身に付けていくことが
でき、小１プロブレムの解消に
つながった。
○個別に支援が必要な児童
の情報を共有し、指導に生か
すことができた。

成 果

学年全体の教員の連携により、指導の一貫性を図る。

分かりやすさに目を向けた学年共通の支援

教員の連携による学習指導の充実
○授業交換をして、児童が担
任以外の同学年の教諭と学
習する機会を設けた。他のク
ラスの児童の実態についても、
より具体的に共通理解を図る
ことができ、日常での適切な
声かけにつながった。
○１年生全員が集まる学年集
会を開いた。事前にその時に
指導したい内容（学校全体の
指導内容など）について話し
合い、全クラスが同じ歩調で
指導することができた。

成 果

★電子黒板を使った、
休み時間や下校前の指示

★担任以外との授業交換

★学年集会で、いろいろな先生の話を聞
く機会を設けた。

★約束の確認



小１プロブレム解消のための指導方法等の工夫について
下関市立豊浦小学校

学習指導の工夫

成 果

子どもの思いや願いを生かしながら、学習活動を構成し、学びを豊かにする。

入学当初の学年集会
で全クラスの担任の名
前を覚えたり、学校生
活で気を付けるきまり
について聞いたりする。

学習指導の工夫

学習環境の整備 成 果

学校探検で、
インタビュー
している様子
を動画で撮影
し、発表する。

入学当初の児童の不安をで
きるだけ早く解消するため、ス
タートカリキュラムに基づいて
教師や友達に早く慣れること
ができるよう配慮した。
タブレットを使って見つけた
ものを動画や写真に収めて
見直すことで、新しい気付き
を得たり、友達に伝えることで
達成感を得たりできた。

入学後すぐは、「何をすれば
よいのか、どうすればよいの
か」見えにくい。言葉だけでは
なく、絵や色を示すことで、何
をすればよいのかなどに迷う
ことが少なかった。また、自主
性や責任感の育成にもつな
がった。
季節を感じる掲示物を準備
するなど、季節感の味わえる
環境整備をすることで、生活
科の学びにもつながった。

学校に来たらするこ
とを黒板に掲示する
ことで見通しをもた
せる。

掲示物を見ながら朝
の準備などに自分た
ちで取り組む。

季節を感じさ
せるものを教
室に掲示す
る。作品がで
きた喜びも味
わう。

クラスカラーを決め、下
駄箱や教室の入り口な
どに掲示し、安心感を
持って生活できるよう
にする。

七夕かざりとアジサイの絵

アサガオの様
子を写真に撮
り、気が付い
たことを書き
込んで伝える。

入学当初に全クラス合
同で名刺交換会などを
開くことで友達の輪を
広げる。



小１プロブレム解消のための指導方法等の工夫について
下関市立勝山小学校

学習環境の整備

１年生には難しいタブレッ
トなどのICT機器の操作に
ついて、担任一人でも指
導しやすくなり、身に付け
させることができた。その
ため、機器の効果的な活
用をすることができた。

また、授業中の学習の進
め方や宿題の出し方など、
個に応じた指導や支援を
行うことができた。

成 果

子どもが安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることができるように教室環境を整える。

楽しくわかる授業づくりと一人ひとりに応じた支援

生活習慣・学習習慣の定着に向けた家庭との連携

生活習慣や学校のきまり
などは、どの学級におい
ても同様に指導を行った
ため、学年全体で身に付
けさせることができた。

それぞれのたよりで学校
や学級の様子をきめ細や
かに伝えた。少人数という
ことで、児童一人ひとりの
些細なことにも気付き、保
護者と連携して指導や支
援を行うことができた。

成 果

学年だよりや学級
だよりを毎週発行し
て、学校での様子
や学習予定、各家
庭にお願いしたい
ことなどをきめ細や
かに伝えました。

ICT機器を効果的に
活用することで、児
童が楽しく興味を
もって学習に取り組
むことができました。

基本的な生活習慣
については、どの
学級においても同
じように指導をして
います。

授業中、他の児童
と同じように学習を
進めることが難し
い児童が複数名い
ても、個に応じた指
導を行うことができ
ました。


